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中心となりベスト16を成し遂げている。しかし、2004年アテ
ネ大会ではガーナには勝利するものの予選で敗退し、世界の
サッカーの進歩に驚かされる。ジーコ監督率いる2006年のド
イツワールドカップでもライバルのオーストラリアに力負け
した上に優勝候補のブラジルには通用せず、グループステー
ジで敗退し日本サッカーに世界とのレベルの違いを突きつけ
られた。
今大会で感じたことは過去のオリンピックに増して、ヨー
ロッパ勢、南米勢がメダルの価値をより高いものとしてとら
えていた点である。オーバーエイジ枠の使い方でもブラジル
のロナウジーニョ、アルゼンチンのリケルメ、オランダのマ
ッカーイなどフル代表でもトップクラスの選手をためらうこ
となく起用し、考えうる最強のチームで望んできた。2012年
のロンドン大会でもこの傾向は益々強くなる事が予測できる。
フル代表に近い意識付けられた選手選考、強化をしなければ
メダルはおろかグループステージ突破も厳しいと見なければ
ならない。
北京で得た教訓を未来のオリンピックにつなげられるかは
日本サッカー協会のプラン作りにかかっている。協会やＪク
ラブ間で必要なルールや体制を早急に整えることは言うまで
もないが、フル代表とオリンピック代表を同じ屋根の下に置
く事が大切である。2000年のシドニーと2002年の日韓ワール
ドカップの両チームをフィリップ・トルシエ監督が指揮し成
果を挙げたことでも証明されている。2012年のロンドン大
会で「メダル獲得」の目標を実現するためには監督やコーチ
ングスタッフが年齢に関係なくいつも同じ目線で選手をチェ
ックする体制を構築する必要がある。そうする事で選手は全
員がその監督の事を知り監督も選手の能力を比較しやすく、
誰もが監督の要求やどうゆうプレーを求められているのか把
握できる。それは選手のモチベーションを高く保つ事が出来、
若手はオリンピック代表に入る事だけでなく、ワールドカッ
プ出場を意識でき長期的な日本代表の発展につながる。将来
のオリンピックを占うためにも2010年の南アフリカワールド
カップへの出場はロンドン大会へのメッセージにつながる。
南アフリカでの日本サッカーがどのような闘いを挑むのか注
目したい。
オリンピックサッカー男子チームには1968年のメキシコ大
会での銅メダル獲得以来40年ぶりの「メダル獲得か」と関係
者やファンの期待が膨らんでいた。反町監督はその期待に応
えるべく世界基準のチーム構築を目標に約２年間をかけて前
例のない100名近い候補選手にチャンスを与え、多くの国際
試合にも積極的にチャレンジした。しかし、最後の選手選考
でアクシデントが重なる。オーバーエイジ枠（23歳以上の選
手を３名まで選出できる)でピックアップした選手をＪクラ
ブの事情や選手のコンディション不良などで選出できないば
かりか、ワールドカップ予選の準備のためにフル代表を兼ね
る中心選手を優先的にトレーニングキャンプに召集させる事
が出来ずチーム構築のタイミングを逸した。その結果、誰も
が予想しなかったグループステージ３連敗とチームが機能す
ることなく大会を去ることになる。
日本サッカーがオリンピックへの復活を遂げるまでに４半
世紀もの時間を費やした。そのきっかけは1992年に誕生した
Ｊリーグの誕生である。日本サッカー協会はこれを機にプロ
選手の「夢」であるワールドカップ出場を目指して代表チー
ムの強化をスタートさせた。それと同時にライセンス制度を
導入して指導者の育成にも力を注いだ。このミッションが明
確に見えた出来事が「ドーハの悲劇」として語り継がれる
1993年のアメリカワールドカップ予選である。本大会出場は
逃すものの多くの成果と教訓をサッカー界にもたらした。ラ
モス・三浦（知）・中山・柱谷（哲）・井原などのプロ選手が
活躍し、子供達や若い選手に大きな夢や希望を与えた。一方、
ほとんど同じメンバーで集中してのチーム造りは、けが人や
病人が出るとチームカが維持できない問題を抱えていたため
選手層の薄さを露呈し「育成の重要性」を指導者の共通意識
として生み出す事になる。これに速やかに対応した地域協会
はJクラブと連携してトレーニングセンター制度を充実させ
た。その結果、一貫指導体制が整い全国に多くの若いタレン
トが育成されるようになる。この継続は1996年のアトランタ
オリンピック出場につながり実に28年ぶりの本大会出場を果
たす。後に「マイアミの奇跡」と言われるように、グループ
ステージでは敗退するが優勝候補のブラジルを破る快挙を成
し遂げた。この流れは1998年のワールドカップ初出場（フラ
ンス大会）にもつながり中田（英)，城などのスター選手を
生み出した。2000年のシドニー大会は1999年のワールドユー
ス（20歳以下）で準優勝したメンバー（小野・稲本・高原な
ど）にオーバーエイジの中田(英)たちを加え南アフリカ・ス
ロバキアに勝利しグループリーグを突破し、２３歳以下の大会
となって初めてのベスト８入りを果たす。日本中が熱狂した
2002年の日韓ワールドカップではこのシドニーのメンバーが
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